
予
定
で
は
あ
り
ま
す
が
、
各
委
員
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持

ち
味
を
発
揮
し
、
ま
た
昨
年
度
の
反
省
点
を
改
善
し
て

魅
力
あ
る
事
業
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
部
会
長
と
し
て

頼
も
し
く
、
会
員
や
会
員
企
業
の
為
に
な
る
青
年
部
会

活
動
が
出
来
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
今
年
度
は
会
員
の
新
規
拡
大
に
も
注
力
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
コ
ロ
ナ
渦
で
活
動
が
抑
え

ら
れ
て
い
た
分
、
新
入
会
員
の
勧
誘
が
難
し
か
っ
た
の

で
す
が
、
事
業
を
さ
ら
に
展
開
す
る
た
め
に
も
一
緒
に

活
動
で
き
る
仲
間
を
増
や
す
会
員
拡
大
に
取
り
組
ん
で

参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
結
び
に
、
今
後
と
も
青
年
部
会
の
活
動
に
対
し
ま
し

て
、
会
員
並
び
に
関
係
各
位
の
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

　
日
頃
よ
り
、（
一
社
）
鹿
児
島
県
建
築
協
会
青
年
部

会
の
活
動
に
関
し
ま
し
て
、
多
大
な
る
ご
理
解
ご
協
力

を
賜
わ
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
早
い
も
の

で
、
私
の
青
年
部
会
部
会
長
の
任
期
で
あ
り
ま
す
1
期

2
年
も
、
残
す
と
こ
ろ
半
年
余
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
位
置
付
け
が
5
類

と
な
り
、
そ
れ
に
伴
い
リ
ア
ル
で
の
活
動
が
活
性
化
さ

れ
て
き
て
い
ま
す
。
青
年
部
会
の
事
業
に
お
き
ま
し
て

も
、
今
ま
で
抑
え
ら
れ
て
い
た
分
も
含
め
て
積
極
的
に

顔
と
顔
を
合
わ
せ
ら
れ
る
リ
ア
ル
で
の
開
催
を
軸
に

様
々
な
事
業
を
計
画
し
、
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
部
会
長
の
私
に
と
っ
て
も
、
各
委
員
長
に

と
っ
て
も
最
後
の
年
で
あ
り
、
集
大
成
の
年
で
す
。
昨

年
に
引
き
続
き
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
発
信
セ
ミ
ナ
ー
」
や
「
経
営

者
講
習
会
」、「
学
生
と
の
交
流
会
」
な
ど
を
実
施
す
る
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令
和
5
年
4
月
21
日
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年

度
の
事
業
並
び
に
決
算
報
告
と
今
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
案

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、「
W
E
B
発
信
セ
ミ
ナ
ー
」、

「
経
営
者
講
習
会
」、「
三
県
合
同
懇
談
会
（
宮
崎
）」、

「
2
0
2
3
か
ご
し
ま
住
ま
い
と
建
築
展
」
の
ブ
ー
ス
出
展
、「
学

生
と
の
交
流
会
」
と
多
く
の
事
業
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、今
年
は
定
時
総
会
後
、建
築
協
会
親
会
理
事
メ
ン
バ
ー
、

青
年
部
会
O
B
、
今
年
度
卒
会
者
を
お
招
き
し
懇
親
会
を
催
し

ま
し
た
。
終
始
、
笑
顔
と
笑
い
声
が
飛
び
交
う
大
変
有
意
義
な

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
会
員
39
名
で
協
力
し
あ
い
部
会
長
を
盛
り
上
げ
、
鹿
児
島
の

建
築
の
発
展
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
我
々
青
年
部
会
は
、
青
年
部
会
会
員
事
業
で
の
学
び
や
会
員

の
皆
様
と
も
交
流
を
重
ね
な
が
ら
日
々
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

事
業
計
画
・
予
算
案
承
認

■　定時総会

令和５年度 定時総会

□　「チェリッシュ有料老人ホーム併設介護施設」　竣工：2023 年 3 月　　鹿児島県鹿児島市本名町 - 株式会社満塩建設

•  上レールも埋め込み天井いっぱいの建具を使用することで、開放感ある空間を実現
•  建具に施錠用の鍵と別に、両側サムターンを付けるなど、施設の職員の方々と施設の利用者の方々双方が使いやすいような施設を打合せながら施工しました。

一般社団法人鹿児島県建築協会青年部会

株式会社重留建設重留　巧治部会長

■　重留部会長挨拶

『 

会
員
の
拡
大
に
も
注
力
を 

』

■ 令和５年度 定時総会開催
■ 青年部会・部会長挨拶

C O N T E N T s

■ 青年部会 各委員長挨拶■ 2023 建築協会青年部 会員紹介
▶  会員紹介／田畑建設株式会社　

ー  部会長　重留 巧治　　

▶  ランダムコラム「大谷翔平！」

•   機能訓練食堂

•   玄関・カウンター

■　卒会者挨拶

■　中村協会長挨拶



「 大谷翔平！ 」 ― 株式会社盛洋建設 ―　　川﨑　啓二

このお題で筆を執ると、もはや止まらなくなるほどの

話題に事欠かない彼ですが、彼ほど野球ファンを虜に

する選手は未だかつて見たことありません。正直大人

になってから野球をあまり見なくなっていた自分が、

今では大谷翔平の活躍を SNS を通して毎日チェック

しています。

日本中、いや世界中のファンの心を鷲掴みにしてい

る彼から学べることは山のようにありますが、あえ

て一つとるならば彼が「野球」を本当に愛し、楽し

んでいること。少々強引かもしれませんが私も「建築」

を愛し、楽しんでいます。自分が、社員が、現場に

携わる職人さんたちが、「建築」を楽しむことでファ

ンというお客様がこれからも増え続ければいいなと

いう想いで今日も仕事に出る私なのでした。　

－　It`s　sho　time ！！投手として最強。打者として最強。人格者として最高！！

大谷翔平！

株式会社田頭建設

会員研修委員会

田頭　謙一

　会員研修委員長の田頭謙一です。
委員長 2 年目となりました。昨年度
は不慣れな中、委員会運営を支えて
頂いた委員会メンバーに改めて感謝
します。
　会員研修委員会は、経営者として
理解しておくべき知識や時代の変化
に対応していくために必要な情報を、
会員のみなさんと一緒に学んでいく
ために「経営者講習会」を企画して
います。その他に、会員同士の親睦
を図る「会員交流会」や「三県合同
懇談会」などの活動を担当しており
ます。青年部会の活動を通じて、よ
い影響を与え合い、今年度もみなさ
んとともに成長できればよいと思っ
ております。

■ 時代の変化に学びを

久徳建設株式会社

活動委員会

吉留　祐介

　委員長就任 2 年目になりました久

徳建設、吉留祐介と申します。

　活動委員会とは、若年層を含む全

ての方々に建築業の魅力と存在意義

を伝え、業界の底上げをすることを

目的として設置された委員会です。

　今年度の活動としては「かごしま

住まいと建築展」への出展や、各学

校を訪問しての学生との交流会を予

定しております。多くの方へ建築業

の魅力を伝えて、業界のイメージアッ

プと若年層の雇用拡大につなげて参

ります。

引き続きのご指導ご鞭撻のほど宜し

くお願いいたします。

■ 若年層の雇用拡大を

総務・IT 委員会

■ 建設業への興味やあこがれを

協和建設株式会社

中村　俊仁

　総務・IT 委員長の中村俊仁です。
早いもので委員長 2 年目となりまし
た。昨年度は無事 2000 誌 49・50
号も発行でき、青年部会の活動を多
く皆様にご報告出来ました。
　今年度は、記事にも掲載させてい
いただきました定時総会に加えて、
12 月に WEB 発信セミナー、2 月に
は臨時総会、他団体を招待し鹿児島
県青年団体新春の集いを計画してお
ります。
　また青年部会の活動も 2000 誌を
通じて皆様にお伝えしつつ身近にあ
る建設会社がどの様な活動をしてい
るかをより多くの方に知っていただ
き建設業への興味やあこがれを持っ
ていただけたらと思います。

編集後記
今年度も精力的に青年部会は活動していきます。
2000 誌を通じて皆様に少しでも建築に興味を持っていただけると幸いです。（中村俊仁）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　建築協会青年部会は、県内各地域にて事業活動を
されている多くの企業の経営者が集まり構成されて
いる組織です。建築協会青年部会は、 経営者の資質
を向上させる研修を行ったり、建築業界が発展して
いくための勉強・改善を行ったり、建築業界の魅力
を知ってもらうための広報活動や、地域への恩返し
にボランティア活動、未来を担っていく青少年の育
成等を行っています。現在、青年部会には 39 名の
会員が在籍。この記事では各エリアごとに、所属し
ている会社を紹介しています。
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青年部会会員紹介

39
member’ s

④ 【 姶良・伊佐エリア 】

② 【 鹿児島エリア 】

内村建設株式会社　　　内村　明高
株式会社江藤建設工業　江藤　將志
協和建設株式会社　　　中村　俊仁
田畑建設株式会社　　　福満　吉純
株式会社鶴留建設　　　鶴留　洋平
株式会社前田組　　　　前田　忠倫
株式会社満塩建設　　　満塩　将太
株式会社盛洋建設　　　川﨑　啓二
株式会社山理建設　　　山下　和紀

株式会社宇都組　　　　宇都　孝洋
株式会社久保工務店　　久保廣之進
株式会社重留建設　　　重留　巧治
株式会社末廣組　　　　山下　結城
太陽建設株式会社　　　野元　国広
株式会社田頭建設　　　田頭　謙一
株式会社田島組　　　　田島　功輔
株式会社中池組　　　　中池　竜介
株式会社橋口組　　　　橋口宗一朗
株式会社宮内建設　　　神山　真樹

① 【 北薩エリア 】

⑥ 奄美エリア

⑤ 大隅エリア

④ 姶良・伊佐エリア

③ 南薩エリア

② 鹿児島エリア

① 北薩エリア

①

②

③

④

⑤

株式会社今給黎建設　　今給黎政幸
株式会社田川組　　　　近藤慶太郎
株式会社堀之内商会　　堀之内　敏
マル川建設株式会社　　川原　大地

株式会社新中建設　　　

曽山建設株式会社　　　

株式会社佐々木組　　

田上建設株式会社　　　

株式会社川原建設　　　

株式会社堀之内建設　　

南建設株式会社　　　　

安田建設工業株式会社　

ヤマグチ株式会社　　　　

株式会社内山組　　　　内山　吉二
久徳建設株式会社　　　吉留　祐介
株式会社南建設　　　　南　　智和
株式会社森建設　　　　森　　義大
国基建設株式会社         下小野田隆平

伊藤建設株式会社　　　伊藤　　誠
株式会社富建設　　　　富　　真也

H e l l o !

⑤ 【 大隅エリア 】

⑥ 【 奄美エリア 】

③ 【 南薩エリア 】

2023
荒木　康之

石野田洋昭

佐々木祐輔

田上　俊介

塚田　哲也

堀ノ内茂樹

南　　浩二

安田　将希

山口　秀典　

私たち田畑建設は、「住む人の想い

を大切に」をモットーに、鹿児島

市内を中心に、住宅・マンション・

施設等の施工をしています。また、

不動産部では賃貸マンションの管

理、中古住宅・売土地等の売買業

務を行っています。

最近では、お客様の家へのこだわ

りが様々で、「外観」「性能」「素材」

どれも家づくりにおいて大切です

が、私たちの会社ではお客様の家

づくりへの「想い」を一番に大切

にし、お客様へたったひとつの「本

物の価値」を提供できるよう、社

員一同取り組んでいます。

どこにいっても、同じものを買える時
代だからこそ、家づくりは、人が作っ
た手触りの感じる家でありたいと考え
ています。
　家が建った後もお客様と寄り添いな
がら、10 年 ,20 年 ,50 年後も愛され
る家づくりを目指していきます。

田畑建設株式会社
C o m p a n y
Introduction

■　田畑建設株式会社

鹿児島県鹿児島市真砂本町２４－８ TEL   099-257-1125

GREETING
委員長挨拶

OTHERS

株式会社木落建設　木落孝作さんが、今年３月で卒会となりました。

長きに渡り青年部会活動にご協力頂きありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  青年部会一同

■　卒会者
●  コラボのお誘い

　青年部会では、学校関係の皆様や異業種の
団体等幅広くご一緒に活動したいと考えてい
ます。鹿児島の活性化に繋がる活動を一緒に
企画していきましょう。当青年部会に、いつ
でもお気軽にお問い合わせください。

〜 新入会員の紹介 〜New menber introduction
welcome

株式会社宮内建設
神山　真樹
かみやま　まさき

青年部会に新しい仲間が加わりました。会員の皆様宜しくお願い致します。

　このたび、鹿児島県建築協会青年部会に入会さ
せていただきました神山真樹です。
　弊社は、薩摩川内市の甑島で昭和 41 年に創業
し、建築、土木、電気工事を行っています。趣味
は社員、友人、知人らとの焼酎談義です。
　本部会での活動と共に、皆様とのご縁を楽しみ
たいとも思っております。
　２年間の活動期間ではございますが、ご指導の
程よろしくお願いいたします。


